
(57)【要約】

【課題】血管を観察する超音波診断装置において、探触

子と血管の位置合わせを容易にする。

【解決手段】配列振動子Ａと配列振動子Ｂは被検体に対

してＴ字型に配置され、配列振動子Ｂで血管の横断面を

位置合わせして配列振動子Ａの一端を固定した後、配列

振動子Ａを円弧状に操作することで、血管の長手方向と

配列振動子Ａの配列方向を合わせる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
任 意 の 角 度 で 接 合 さ れ た 複 数 の 配 列 振 動 子 と 、 前 記 複 数 の 配 列 振 動 子 の 各 々 か ら そ れ ぞ れ
得 ら れ る 映 像 を 表 示 す る 手 段 と を 備 え 、 前 記 配 列 振 動 子 は 複 数 の 振 動 子 を 並 列 状 態 に 並 べ
て 構 成 さ れ て い る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の 配 列 振 動 子 の 配 列 方 向 が 直 交 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音
波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の 配 列 振 動 子 は 、 ２ つ の 配 列 振 動 子 が Ｔ 字 型 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 複 数 の 配 列 振 動 子 は 、 ２ つ の 配 列 振 動 子 が 十 字 型 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 複 数 の 配 列 振 動 子 は 、 ３ つ の 配 列 振 動 子 が Ｈ 字 型 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 血 管 の よ う に 直 線 上 の 臓 器 の 情 報 を 得 る た め の 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
配 列 振 動 子 を 用 い て 体 内 に 超 音 波 の 送 受 信 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 体 内 の ２ 次 元 情 報 を 得
る 超 音 波 診 断 装 置 の 原 理 は 既 に 公 知 の も の と な っ て い る 。 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 の 信 号 処
理 と し て 、 振 幅 情 報 を 用 い た Ｂ モ ー ド 表 示 、 移 動 す る 血 液 の 反 射 波 の 位 相 が 経 時 的 に 変 化
し て い く こ と を 利 用 し た ド プ ラ 血 流 計 、 カ ラ ー フ ロ ー 血 流 映 像 装 置 の 原 理 に つ い て も 既 に
知 ら れ て い る の で こ こ で は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
近 年 、 血 液 の 比 較 的 速 い 動 き だ け で な く 、 臓 器 の 比 較 的 ゆ っ く り し た 動 き の 情 報 を 得 る 方
法 、 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る も の な ど が 知 ら れ て い る 。 以 下 、 こ の 文 献
に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ は 下 記 特 許 文 献 １ に お け る 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ６ に お い
て 、 送 受 信 器 １ １ １ か ら 出 力 さ れ た 高 圧 の 電 気 パ ル ス は 超 音 波 探 触 子 １ １ ２ に お い て 超 音
波 信 号 に 変 換 さ れ 、 生 体 １ １ ３ の 情 報 を 得 た い 方 向 に 伝 え ら れ る 。 超 音 波 パ ル ス は 生 体 １
１ ３ 内 の 情 報 を 得 た い 臓 器 （ あ る い は 血 管 な ど ） で 反 射 し て 超 音 波 探 触 子 １ １ ２ で 受 信 さ
れ 、 送 受 信 器 １ １ １ を 経 由 し て 直 交 検 波 器 １ １ ４ で 送 信 周 波 数 と ほ ぼ 等 し い 周 波 数 の 参 照
信 号 を 用 い て 検 波 さ れ 、 Ｉ 、 Ｑ の ２ つ の 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ７ － ６ ７ ４ ５ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
Ｉ 、 Ｑ の ２ 信 号 は 振 幅 演 算 器 １ １ ６ に 入 力 し て 振 幅 情 報 に 変 換 さ れ 、 こ の 信 号 は Ｂ モ ー ド
表 示 に 用 い ら れ る 。 Ｉ 、 Ｑ の 信 号 は ま た 、 自 己 相 関 器 １ ２ ４ に 入 力 し 、 自 己 相 関 器 １ ２ ４
で は ２ 回 同 じ 方 向 に 送 受 信 し た 信 号 の 同 一 の 深 さ に 対 し 、 相 関 を 取 る こ と で 、 位 相 の 回 転
量 を 求 め る 。 位 相 の 回 転 量 は 臓 器 の 移 動 量 に 比 例 す る 。 こ の 計 算 を 行 う の が 変 位 量 演 算 器
１ ２ ５ で あ る 。 変 位 量 演 算 器 １ ２ ５ で 演 算 さ れ た 変 位 量 は 変 位 量 積 分 器 １ ２ ６ に よ り 積 分
す る こ と に よ り 、 あ る 時 点 か ら の 微 小 な 動 き の ト ー タ ル に よ り 、 臓 器 が ど こ ま で 動 い た の
か を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-129797 A 2004.4.30



振 幅 演 算 器 １ １ ６ で 求 め た Ｂ モ ー ド 画 像 と 、 変 位 量 積 分 器 １ ２ ６ で 求 め た 変 位 量 は 、 ス キ
ャ ン コ ン バ ー タ １ ２ １ を 経 て 、 表 示 器 １ ２ ２ に 表 示 さ れ る 。 ま た 、 生 体 信 号 セ ン サ １ ２ ９
及 び 生 体 信 号 検 出 器 １ ２ ７ は 、 生 体 １ １ ３ の 情 報 、 例 え ば 心 拍 な ど を 検 知 し 、 変 位 量 積 分
器 １ ２ ６ に お け る 基 準 位 置 を 決 め る 。 生 体 １ １ ３ に 超 音 波 パ ル ス を 放 射 す る 方 向 を 順 次 変
え な が ら 上 記 の 動 作 を 行 う こ と で 、 ２ 次 元 画 像 と し て 動 き を 表 示 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 例 に お い て 、 直 線 上 の 臓 器 と し て 、 例 え ば 血 管 を 観 察 し た 場 合 に 、 超
音 波 探 触 子 １ １ ２ の 配 列 方 向 を 血 管 の 方 向 に 合 わ せ る の が 難 し い と い う 問 題 が 発 生 す る 。
こ こ で 、 超 音 波 探 触 子 １ １ ２ に 近 い 血 管 壁 、 血 液 部 分 、 超 音 波 探 触 子 １ １ ２ か ら 遠 い 血 管
壁 と い う よ う に 画 像 が 出 る よ う 、 超 音 波 探 触 子 １ １ ２ を 位 置 合 わ せ す る こ と が 望 ま し い が
、 こ れ に は 熟 練 を 要 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は こ れ ら の 問 題 を 解 決 し 、 熟 練 を 要 せ ず 血 管 の よ う に 直 線 上 の 臓 器 に 位 置 合 わ せ し
て 観 察 す る こ と が で き 、 高 い 精 度 の 動 き 情 報 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、
任 意 の 角 度 で 接 合 さ れ た 複 数 の 配 列 振 動 子 と 、 前 記 複 数 の 配 列 振 動 子 の 各 々 か ら そ れ ぞ れ
得 ら れ る 映 像 を 表 示 す る 手 段 と を 備 え 、 前 記 配 列 振 動 子 は 複 数 の 振 動 子 を 並 列 状 態 に 並 べ
る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
す な わ ち 、 一 例 と し て 、 複 数 の 配 列 振 動 子 の 配 列 方 向 が 直 交 す る よ う 配 置 す る 。 具 体 的 に
は 、 例 え ば 、 ２ つ の 配 列 振 動 子 を Ｔ 字 型 に 配 置 し 、 ま た 、 ２ つ の 配 列 振 動 子 を 十 字 型 に 配
置 し 、 ま た 、 ３ つ の 配 列 振 動 子 を Ｈ 字 型 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 に よ り 、 複 数 の 配 列 振 動 子 の 一 方 の 中 心 を 直 線 上 の 臓 器 に 位 置 合 わ せ し た 後 、 他
方 の 配 列 方 向 を 直 線 上 の 臓 器 の 方 向 に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る の で 、 熟 練 を 要 せ ず 血
管 の よ う に 直 線 上 の 臓 器 に 位 置 合 わ せ し て 観 察 す る こ と が で き 、 高 い 精 度 の 動 き 情 報 を 得
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 に つ い て 図 １ ～ 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 複 数 の 配 列 振 動 子 の 被 検 領 域 を 血 管 に 位 置 合 わ
せ す る 説 明 図 で あ る 。 図 １ （ ａ ） は ２ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ の 配 置 方 向 を 示 し て い る 。 配
列 振 動 子 Ａ は 振 動 子 ａ ～ ｎ が 直 線 上 に 配 列 さ れ て 構 成 さ れ 、 配 列 振 動 子 Ｂ は 振 動 子 ａ ～ ｊ
が 直 線 上 に 配 列 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 配 列 振 動 子 Ａ と 配 列 振 動 子 Ｂ は 図 １ （ ａ ） の よ う
に 、 被 検 体 に 対 し て Ｔ 字 型 に 配 置 さ れ て お り 、 配 列 振 動 子 Ａ の 振 動 子 ａ ～ ｎ の 中 心 を 貫 く
中 心 線 （ 図 示 せ ず ） の 延 長 上 に 配 列 振 動 子 Ｂ の 中 心 が 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
２ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ に 接 続 す る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 の 例 を 図 ２ に 示 す 。 図 ２
は 、 図 ６ に 示 し た 従 来 例 の 装 置 と 比 較 し て 、 配 列 振 動 子 Ｂ の た め に 送 受 信 器 １ １ 、 直 交 検
波 器 １ ４ 、 振 幅 演 算 器 １ ６ が 設 け て あ り 、 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ １ ２ １ の 入 力 が ３ つ に な っ
て い る 点 が 異 な り 、 表 示 器 １ ２ ２ に は 配 列 振 動 子 Ｂ の 振 幅 情 報 の 画 像 を も 表 示 で き る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
す な わ ち 図 ２ に お い て 、 超 音 波 探 触 子 （ 以 下 単 に 探 触 子 と も い う ） １ ２ は ２ つ の 配 列 振 動
子 Ａ 、 Ｂ に よ り 構 成 さ れ 、 送 受 信 器 １ １ １ 、 １ １ か ら そ れ ぞ れ 高 圧 の 電 気 パ ル ス が 配 列 振
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動 子 Ａ 、 Ｂ に 出 力 さ れ 、 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ に お い て 超 音 波 信 号 に 変 換 さ れ 、 生 体 １ ３ の 情
報 を 得 た い 方 向 に 伝 え ら れ る 。 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ の 超 音 波 パ ル ス は そ れ ぞ れ 、 生 体 １ ３ 内
の 情 報 を 得 た い 臓 器 （ あ る い は 血 管 な ど ） で 反 射 し て 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ で 受 信 さ れ 、 送 受
信 器 １ １ １ 、 １ １ を 経 由 し て 直 交 検 波 器 １ １ ４ 、 １ ４ で 送 信 周 波 数 と ほ ぼ 等 し い 周 波 数 の
参 照 信 号 を 用 い て 検 波 さ れ 、 Ｉ 、 Ｑ の ２ つ の 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
直 交 検 波 器 １ １ ４ 、 １ ４ か ら の Ｉ 、 Ｑ の ２ 信 号 は 、 そ れ ぞ れ 振 幅 演 算 器 １ １ ６ 、 １ ６ に 入
力 し て 振 幅 情 報 に 変 換 さ れ 、 こ の 信 号 は Ｂ モ ー ド 表 示 に 用 い ら れ る 。 Ｉ 、 Ｑ の 信 号 は ま た
、 自 己 相 関 器 １ ２ ４ に 入 力 し て 、 自 己 相 関 器 １ ２ ４ で は 、 ２ 回 同 じ 方 向 に 送 受 信 し た 信 号
の 同 一 の 深 さ に 対 し 、 相 関 を 取 る こ と で 、 位 相 の 回 転 量 を 求 め る 。 位 相 の 回 転 量 は 臓 器 の
移 動 量 に 比 例 す る 。 こ の 計 算 を 行 う の が 変 位 量 演 算 器 １ ２ ５ で あ る 。 変 位 量 演 算 器 １ ２ ５
で 演 算 さ れ た 変 位 量 は 変 位 量 積 分 器 １ ２ ６ に よ り 積 分 す る こ と に よ り 、 あ る 時 点 か ら の 微
小 な 動 き の ト ー タ ル に よ り 、 臓 器 が ど こ ま で 動 い た の か を 求 め る こ と が で き る 。 振 幅 演 算
器 １ １ ６ 、 １ ６ で 求 め た Ｂ モ ー ド 画 像 と 、 変 位 量 積 分 器 １ ２ ６ で 求 め た 変 位 量 は 、 ス キ ャ
ン コ ン バ ー タ １ ２ １ を 経 て 、 表 示 器 １ ２ ２ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ３ は ２ つ の 配 列 振 動 子 に 接 続 す る 超 音 波 診 断 装 置 の 他 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 例 で は
、 図 ２ に 示 す 配 列 振 動 子 Ｂ 側 の 回 路 １ １ 、 １ ４ 、 １ ６ を 省 略 し 、 ス イ ッ チ ３ ２ に よ り 配 列
振 動 子 Ａ 、 Ｂ の ど ち ら か に 切 り 替 え て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 本 実 施 の 形 態 に お け る 動 作 を 説 明 す る 。 図 １ （ ｂ ） は 血 管 ４ 上 に 探 触 子 １ ２ を 載 せ た
状 態 を 示 す 。 こ の 時 点 で は 、 配 列 振 動 子 Ｂ の 画 像 が 表 示 器 １ ２ ２ に 表 示 さ れ て い る 。 操 作
者 は 、 配 列 振 動 子 Ｂ の 中 央 部 分 の 振 動 子 ｅ と ｆ の 間 に 血 管 ４ の 半 径 方 向 （ 輪 切 り 方 向 ） の
中 心 が 来 る よ う に 探 触 子 １ ２ の 位 置 を 調 節 す る 。 こ の と き 、 画 像 上 に お い て 、 振 動 子 ｅ と
ｆ の 間 に 相 当 す る ラ イ ン を 表 示 す る と 、 調 節 が し や す い 。 調 節 が 終 わ っ た 段 階 で 、 配 列 振
動 子 Ｂ と 血 管 の 関 係 は 、 図 １ （ ｃ ） の よ う に 各 中 心 が 位 置 合 わ せ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 操 作 者 は 配 列 振 動 子 Ａ が 血 管 ４ の 長 手 方 向 に 合 う よ う に 探 触 子 １ ２ を 操 作 す る 。 こ の
と き 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 配 列 振 動 子 Ｂ の 中 心 点 ｏ を 軸 に し て 配 列 振 動 子 Ａ （ 配 列 方
向 β ） を 円 弧 状 に 動 か す こ と で 、 血 管 ４ の 方 向 α に 沿 う よ う に 合 わ せ る こ と が で き る 。 こ
の 作 業 に お い て は 、 配 列 振 動 子 Ａ の 画 像 が 表 示 さ れ て い る 。 こ の と き 作 業 上 、 配 列 振 動 子
Ｂ の 形 状 は 、 凸 状 を し て い た ほ う が 中 心 点 ｏ を ず ら さ ず に 円 弧 状 操 作 を 行 う こ と が で き る
。 合 わ せ 終 わ っ た と き の 配 列 振 動 子 Ａ と 血 管 ４ の 位 置 関 係 は 図 １ （ ｅ ） の よ う に 各 方 向 が
位 置 合 わ せ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 の よ う に 、 配 列 振 動 子 Ａ と 直 交 す る 配 列 振 動 子 Ｂ を 用 い る こ と で 、 配 列 振 動 子 Ａ の 一
端 を 決 め る こ と が で き 、 そ の 後 、 円 弧 状 操 作 に よ り 配 列 振 動 子 Ａ を 血 管 の 長 手 方 向 に 合 わ
せ る こ と が 容 易 に で き 、 優 れ た 血 管 の 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 複 数 の 配 列 振 動 子 の 被 検 領 域 を 血 管 に 合 わ せ る
説 明 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 、 ２ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ の 配 置 を 示 し た も の で あ る 。 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 配 列 振 動 子 Ａ は 個 々 の 振 動 子 ａ ～ ｒ か ら 構 成 さ れ 、 配 列 振 動 子 Ｂ
は 個 々 の 振 動 子 ａ ～ ｊ で 構 成 さ れ て い る 。 配 列 振 動 子 Ａ と 配 列 振 動 子 Ｂ は 図 ４ （ ａ ） の よ
う に 十 字 型 に 配 置 さ れ て お り 、 配 列 振 動 子 Ａ の 振 動 子 ａ ～ ｒ の 中 心 を 貫 く 中 心 線 （ 図 示 せ
ず ） と 配 列 振 動 子 Ｂ の 振 動 子 ａ ～ ｊ の 中 心 を 貫 く 中 心 線 （ 図 示 せ ず ） は 直 角 に 交 差 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で も 、 図 ４ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 配 列 振 動 子 Ｂ の 画 像 を
表 示 し な が ら 配 列 振 動 子 Ｂ の 中 心 と 血 管 ４ の 中 心 を 揃 え る 。 次 に 配 列 振 動 子 Ａ と 配 列 振 動
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子 Ｂ の 交 点 を 中 心 と し て 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 す よ う に 配 列 振 動 子 Ａ を 回 転 さ せ る こ と に よ り
、 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に 血 管 の 長 手 方 向 に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
図 ５ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 複 数 の 配 列 振 動 子 の 被 検 領 域 を 血 管 に 合 わ せ る
説 明 図 で あ る 。 こ の 実 施 の 形 態 に は ３ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ を 用 い る 。 図 ５ （ ａ ） は
、 ３ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 配 置 を 示 し た も の で あ る 。 配 列 振 動 子 Ａ は 個 々 の 振 動 子
ａ ～ ｊ か ら 構 成 さ れ 、 配 列 振 動 子 Ｂ 、 Ｃ は そ れ ぞ れ 個 々 の 振 動 子 ａ ～ ｊ で 構 成 さ れ て い る
。 配 列 振 動 子 Ａ 、 配 列 振 動 子 Ｂ と 配 列 振 動 子 Ｃ は 図 ５ （ ａ ） の よ う に Ｈ 字 型 に 配 置 さ れ て
お り 、 配 列 振 動 子 Ａ の 振 動 子 ａ ～ ｊ の 中 心 を 貫 く 中 心 線 （ 図 示 せ ず ） の 延 長 は 配 列 振 動 子
Ｂ と 配 列 振 動 子 Ｃ の 中 心 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 探 触 子 に 接 続 す る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 お お む ね 図 ２ 、 ３ と 同
様 の も の で あ り 、 図 ２ に 配 列 振 動 子 Ｃ 用 の 回 路 を 追 加 し た も の 、 あ る い は 、 図 ３ の ス イ ッ
チ ３ ２ を ３ 分 岐 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 実 施 の 形 態 で は 、 ま ず 、 平 行 な 配 列 振 動 子 Ｂ 、 Ｃ の 内 、 任 意 の 、 例 え ば 配 列 振 動 子 Ｂ を
用 い て そ の 画 像 を 表 示 し 、 図 ５ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） の よ う に 配 列 振 動 子 Ｂ と 血 管 の 各 中 心 を 合
わ せ る 。 次 に 配 列 振 動 子 Ｂ と 平 行 な 配 列 振 動 子 Ｃ の 画 像 を 表 示 し 、 図 ５ （ ｄ ） に 示 す よ う
に 配 列 振 動 子 Ｂ の 中 心 Ｏ １ を 軸 に 探 触 子 を 回 転 さ せ 、 図 ５ （ ｅ ） に 示 す よ う に 配 列 振 動 子
Ｃ と 血 管 ４ の 中 心 を 揃 え る 。 こ の と き 、 配 列 振 動 子 Ａ と 血 管 の 長 手 方 向 は 図 ５ （ ｆ ） の よ
う に 揃 っ て い る 。
な お 、 配 列 振 動 子 の 配 置 は 、 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 に 限 ら ず 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ た 状
態 で あ っ て も よ く 、 例 え ば 、 Ｔ 字 型 、 Ｈ 字 型 を ２ つ 以 上 組 み 合 わ せ た ハ シ ゴ 型 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 実 施 の 形 態 よ り 明 ら か な よ う に 、 配 列 振 動 子 を ２ つ 以 上 備 え た 探 触 子 を 用 い
、 初 め に １ つ の 探 触 子 で 血 管 の 輪 切 り 方 向 を 揃 え 、 次 に こ れ に 直 交 し た も う １ つ の 探 触 子
を 円 弧 状 に 操 作 す る こ と で 、 血 管 の 長 手 方 向 と 振 動 子 の 方 向 を 揃 え る こ と が 容 易 に で き 、
画 質 の 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き 、 熟 練 を 要 せ ず 血 管 の よ う に 直 線 上 の 臓 器 に 位 置 合 わ
せ し て 観 察 す る こ と が で き 、 高 い 精 度 の 動 き 情 報 を 得 る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る ２ つ の 配 列 振 動 子 を 用 い た 探 触 子 と 、 そ の 位
置 合 わ せ を 示 す 説 明 図
（ ａ ） ２ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ の 配 置 方 向
（ ｂ ） 配 列 振 動 子 Ｂ に よ る 位 置 合 わ せ 中 の 状 態
（ ｃ ） 配 列 振 動 子 Ｂ に よ り 位 置 合 わ せ 完 了 し た 状 態
（ ｄ ） 配 列 振 動 子 Ａ に よ る 位 置 合 わ せ 中 の 状 態
（ ｅ ） 配 列 振 動 子 Ａ に よ り 位 置 合 わ せ 完 了 し た 状 態
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 他 の 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る ２ つ の 配 列 振 動 子 を 用 い た 探 触 子 と 、 そ の 位
置 合 わ せ を 示 す 説 明 図
（ ａ ） ２ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ の 配 置 方 向
（ ｂ ） 配 列 振 動 子 Ｂ に よ る 位 置 合 わ せ 中 の 状 態
（ ｃ ） 配 列 振 動 子 Ｂ に よ り 位 置 合 わ せ 完 了 し た 状 態
（ ｄ ） 配 列 振 動 子 Ａ に よ る 位 置 合 わ せ 中 の 状 態
（ ｅ ） 配 列 振 動 子 Ａ に よ り 位 置 合 わ せ 完 了 し た 状 態
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る ３ つ の 配 列 振 動 子 を 用 い た 探 触 子 と 、 そ の 位
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置 合 わ せ を 示 す 説 明 図
（ ａ ） ３ つ の 配 列 振 動 子 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の 配 置 方 向
（ ｂ ） 配 列 振 動 子 Ｂ に よ る 位 置 合 わ せ 中 の 状 態
（ ｃ ） 配 列 振 動 子 Ｂ に よ り 位 置 合 わ せ 完 了 し た 状 態
（ ｄ ） 配 列 振 動 子 Ｃ に よ る 位 置 合 わ せ 中 の 状 態
（ ｅ ） 配 列 振 動 子 Ｃ に よ り 位 置 合 わ せ 完 了 し た 状 態
（ ｆ ） 配 列 振 動 子 Ｃ に よ り 位 置 合 わ せ 完 了 し た 状 態
【 図 ６ 】 従 来 例 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 　 配 列 振 動 子
４ 　 血 管
１ １ 、 １ １ １ 　 送 受 信 器
１ ２ 　 超 音 波 探 触 子
１ ３ 　 生 体
１ ４ 、 １ １ ４ 　 直 交 検 波 器
１ ６ 、 １ １ ６ 　 振 幅 演 算 器
３ ２ 　 ス イ ッ チ
１ ２ １ 　 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ
１ ２ ２ 　 表 示 器
１ ２ ４ 　 自 己 相 関 器
１ ２ ５ 　 変 位 量 演 算 器
１ ２ ６ 　 変 位 量 積 分 器
１ ２ ７ 　 生 体 信 号 検 出 器
１ ２ ９ 　 生 体 信 号 セ ン サ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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